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Recently, a number of digital archives allow researchers to access humanities resources 
easily. However, it is difficult to search related objects because the digital archives are 
isolated. In this paper, we consider a system model based on methodology of humanities. 
 In order to construct the model, we extracted relationships between materials by analyzing 











































































































































































































表 1 と表 2 に示す。 
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表１ ： 志立正知「鎌倉期における関東武士の自己意識と『平家物語』」 [16] 
 資料 A 資料 B 関連させている観点 観点の詳細 参照部分 
1 『難太平記』 『太平記』 共通：編纂意図 
室町幕府が、自らと関係のある義家を源氏の起点と
位置づける意識が両者に示されている p67 l1-3,20-21, 
2 『難太平記』 『吾妻鏡』 相違：編纂意図 
吾妻鏡は、草創期鎌倉政権が源氏の起点を頼義だと
捉えていることを示す p68 l36-38,10-12 
3 『吾妻鏡』 『平家物語』 共通：叙述意図 
関東武士が、一門の起点を義家（後三年の役）に求め













が、古今著聞集の叙述に影響を受けている p76 l9-12 
 
表２ ：  
◆田渕句美子 
「『紫式部日記』消息部分再考—『阿仏の文』からー」 [17] 
 資料 A 資料 B 
関連させている
観点 
1 『阿仏の文』 『乳母の文』 共通：内容 
2 『阿仏の文』 『庭の訓』 共通：内容 
3 『阿仏の文』 『群書類従』 その他：所収 




6 『阿仏の文』 『源氏物語』 影響：内容 




9 『紫式部日記』 『栄花物語』初花巻 論及 













 資料 A 資料 B 
関連させてい
る観点 
14 『古今和歌集』 『拾遺和歌集』 
影響：内容 
   ：表現 
15 『古今和歌集』 『千載和歌集』 
影響：内容 
   ：表現 
16 『古今和歌集』 『金葉和歌集』 
影響：内容 





   ：表現 
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18 『万葉集』 『古今六帖』 
影響：内容 
   ：表現 
19 『万葉集』 『古今和歌集』 
影響：内容 
   ：表現 
20 『万葉集』 『後拾遺和歌集』 
影響：内容 
   ：表現 
21 『万葉集』 『蜀魂伝説』 
影響：内容 






23 『万葉集』 鴻巣『全釈』 注釈書 




26 『万葉集』 武田『全註釋』 注釈書 
27 『万葉集』 佐々木『評釈』 注釈書 
28 『万葉集』 土屋『私注』 注釈書 
29 『万葉集』 伊藤『釋注』 注釈書 




『万葉集』 『新大系』 注釈書 
32 『万葉集』 窪田『評釈』 注釈書 
33 『万葉集』 井上『新考』 注釈書 
34 『万葉集』 金子『評釈』 注釈書 
35 『万葉集』 澤瀉『注釈』 注釈書 
36 『万葉集』 中西『全訳注』 注釈書 
37 『万葉集』 拾遺和歌集 注釈書 
38 『万葉集』 契沖『万葉代匠記』 注釈書 





   ：表現 
41 『万葉集』 契沖『万葉代匠記』 注釈書 
42 『万葉集』 『文選』 影響：用語 
43 『万葉集』 『古今注』 影響：用語 
◆村上学「延慶本瞥見—重衡物語を通じて–」 [19] 
 資料１ 資料２ 関連の仕方
44 『平家物語』延慶本 『平家物語』長門本 共通：表現 
45 『平家物語』延慶本 『平家物語』屋代本 相違：内容 
46 『平家物語』延慶本 『平家物語』長門本 共通：内容 
































































































66 『平家物語』延慶本 『平家物語』覚一本 相違：内容 
67 『平家物語』長門本 『平家物語』覚一本 相違：内容 
 
◆大津雄一「戦時下の『平家物語』」 [20] 
 資料 A 資料 B 
関連させて
いる観点 
68 『もののふの文学』 『陸奥話記』 共通：表現 
69 『もののふの文学』 『太平記』 共通：表現 
70 『もののふの文学』 『平家物語』 共通：表現 













































































一巻から第五巻 『保元物語』 先行研究 
86 
『日本文学講座』第
一巻から第五巻 『太平記』 先行研究 
87 
『日本文学講座』第























   ：表現 
91 『平家物語』 
池田敦子「悪
行の道程ー清
盛ー」 
（池田敦子『軍
記と室町物
語』、精文堂） 先行研究 
92
『日本古典文学大
系 太平記』 
『日本古典文
学大系 平家
物語』 底本 
93 『太平記』西源院本
『太平記』慶長
古活字本 
共通：内容 
相違：表現 
94 『太平記』西源院本
『太平記』慶長
古活字本 
共通：内容 
相違：表現 
95 『平家物語』 
『太平記』慶長
古活字本 相違：表現 
96 『平家物語』 
『太平記』慶長
古活字本 相違：表現 
97 『平家物語』 
『太平記』慶長
古活字本 相違：表現 
98 『平家物語』 
『太平記』慶長
古活字本 相違：表現 
99 『太平記』西源院本
『太平記』慶長
古活字本 相違：表現 
 
 
 
